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４・５月号

　
平
成
二
十
五
年
度
公
益
財
団
法

人
茨
城
県
消
防
協
会
理
事
会
及
び

評
議
員
会
が
、五
月
十
三
日
（
月
）

に
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
は
、
ま
ず
、
理
事
会
と
評

（
理
事
数
三
十
二
名
と
監
事
三
名

の
総
数
三
十
五
名
の
と
こ
ろ
出
席

者
三
十
一
名
、
評
議
員
数
三
十
七

名
の
と
こ
ろ
出
席
者
二
十
九
名
で

何
れ
も
過
半
数
を
超
え
、
会
議
が

成
立
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
葉

　
平
成
二
十
五
年
二
月
五
日
か
ら

七
日
ま
で
の
三
日
間
、
日
本
消
防

協
会
に
於
い
て
第
十
二
回
消
防
団

幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
消
防

団
員
が
東
京
の
研
修
所
へ
一
同
に

集
ま
り
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
研
修
生
百
三
十
九
名

が
六
班
に
分
か
れ
、
近
年
の
消
防

団
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
討
議
お
よ
び
研
究
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
若
年
層
の
団
員

確
保
対
策
お
よ
び
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

化
が
進
む
中
で
の
効
果
的
な
活
動

方
策
に
つ
い
て
と
い
う
課
題
で

は
、
公
共
団
体
や
民
間
企
業
も
含

め
、
協
力
事
業
所
の
推
進
と
さ
ら

に
企
業
へ
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
施
策

を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
積
極
的
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的

な
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
、
核
家

族
化
が
進
む
な
か
で
も
、
さ
ら
な

る
工
夫
で
団
員
の
確
保
は
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
で
は
、
全
国
の

　
平
成
二
十
五
年
二
月
十
三
日
か

ら
十
五
日
ま
で
の
三
日
間
、
第

十
二
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特

別
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
か
ら
女
性
消
防
団
員
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
研
修
会

は
、
秋
本
日
本
消
防
協
会
長
の
講

話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
東
京
防

災
救
急
協
会
講
習
指
導
担
当
部
長

か
ら
は
消
防
団
と
し
て
の
役
割
、

防
災
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
心
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
知

梨
会
長
か
ら
主
催
者
の
挨
拶
、
続

い
て
来
賓
を
代
表
し
県
生
活
環
境

部
防
災
・
危
機
管
理
局
の
丹
理
事

兼
防
災
・
危
機
管
理
局
長
か
ら
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
臨
席
頂

い
た
ご
来
賓
は
次
の
方
々
で
す
。

・
県
理
事
兼
防
災
危
機
管
理
局
長

　
　
　
　
　
丹
　
　
勝
義
　
様

・
県
消
防
安
全
課
長

　
　
　
　
　
大
高
　
　
均
　
様

・
県
立
消
防
学
校
長

　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
亨
　
様

・
県
消
防
安
全
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
大
畠
　
寿
哉
　
様

　
続
い
て
議
事
は
、
葉
梨
会
長
が

議
長
と
な
り
、
評
議
員
会
の
議
長

消
防
団
が
東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
自
分
た
ち
の
地
域
に
も
起
こ
り

う
る
可
能
性
を
認
識
し
つ
つ
、
初

動
活
動
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

べ
き
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団

の
当
時
の
活
動
報
告
を
踏
ま
え
な

が
ら
討
議
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

常
備
消
防
が
充
実
し
つ
つ
も
、
非

常
備
消
防
の
必
要
性
は
重
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
災
害
時
に
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
消
防

団
、
行
政
機
関
と
の
連
携
を
普
段

か
ら
訓
練
し
、
確
認
し
あ
う
こ
と

の
重
要
性
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
岩
手
県
大
槌
町
消
防
団
の

鈴
木
部
長
を
む
か
え
、
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
れ
ほ
ど
の

防
災
対
策
整
備
を
お
こ
な
っ
て
も

自
然
の
猛
威
に
は
な
す
す
べ
も
な

い
こ
と
や
、
た
く
さ
ん
の
消
防
署

員
や
消
防
団
員
が
殉
職
さ
れ
た
こ

と
の
悔
し
さ
な
ど
実
体
験
を
交
え

な
が
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
直
接
拝

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
語
る
な
」
こ

の
言
葉
は
今
ま
で
の
自
分
、
そ
し

て
活
動
を
振
り
返
り
み
て
気
づ
き

ま
し
た
。
前
向
き
な
行
動
で
正
し

い
情
報
を
こ
れ
か
ら
伝
え
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
東
京
消
防
庁
本
所

都
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
地
震
の
怖

さ
、
水
の
怖
さ
、
火
災
の
怖
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
午
後
の
在
日
米
軍
司
令
部
地
域

統
合
消
防
隊
　
長
谷
川
祐
子
予
防

課
長
の
講
義
は
、
何
度
聞
い
て
も

分
か
り
や
す
く
、
子
供
達
へ
の
予

防
指
導
方
法
、
私
達
に
は
正
し
い

（
阿
見
町
消
防
長
　
川
村
忠
男
様
）

及
び
評
議
員
会
の
議
事
録
署
名
人

（
常
陸
大
宮
市
消
防
団
長
　
岡
山

勝
彦
様
／
城
里
町
消
防
団
長
　
塩

澤
光
三
様
）
を
選
出
（
理
事
会
は

定
款
の
規
定
に
よ
り
会
長
及
び
監

事
）
し
、
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。（
理
事
会
と
評
議

員
会
で
は
議
事
案
件
が
一
部
相
違

し
ま
す
の
で
、
評
議
員
会
議
案
を

掲
載
し
ま
す
。

○
議
案
第
一
号
　
平
成
二
十
四
年

度
事
業
報
告

○
議
案
第
二
号
　
平
成
二
十
四
年

度
普
通
会
計
決
算

聴
で
き
た
の
は
貴
重
な
体
験
で
し

た
。
国
に
お
い
て
も
緊
急
時
の
情

報
発
信
の
あ
り
か
た
や
消
防
団
の

危
険
退
避
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

震
災
後
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
消
防
団
と
し
て
も
、
ど

れ
ほ
ど
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
や
施
設
資
機
材
の
充
実
が
図

ら
れ
た
と
し
て
も
、
住
民
一
人
一

人
の
災
害
に
対
す
る
認
識
、
最
後

は
自
分
の
身
は
自
分
で
ま
も
る
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
普
及
活
動
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
総
務
省
消
防
庁
危
機

管
理
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
国
民

保
護
・
防
災
対
策
室
の
高
橋
室
長

の
講
話
で
は
緊
急
地
震
速
報
シ
ス

テ
ム
サ
ー
バ
ー
や
遠
隔
地
か
ら
の

災
害
映
像
を
見
な
が
ら
の
自
衛
隊

災
害
派
遣
の
決
定
判
断
な
ど
、
当

時
の
緊
迫
し
た
状
況
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
総

務
省
で
は
津
波
防
災
教
育
に
関
し

て
は
全
国
区
で
行
う
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
内
陸
部

の
子
ど
も
た
ち
は
沿
岸
部
で
は
な

い
か
ら
と
津
波
に
関
し
て
十
分
な

認
識
が
な
か
っ
た
場
合
、
将
来
自

○
議
案
第
三
号
　
役
員
の
改
選
及

び
評
議
員
の
補
欠

○
協
議
事
項
　
平
成
二
十
五
年
度

の
主
な
行
事
予
定

知
識
で
の
防
災
教
育
の
大
切
さ
を

教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
、
日
頃
か
ら
の
備
え
、
小

さ
な
子
供
か
ら
大
人
の
方
ま
で
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、「
女
性
消
防
団
員

の
役
割
」「
女
性
消
防
団
員
の
確

保
対
策
」「
女
性
団
員
に
よ
る
新

た
な
消
防
団
活
動
の
展
開
」
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
討
議
に
入
り
ま

し
た
。
私
は
女
性
消
防
団
員
の
確

保
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り

情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。
や
は
り

一
番
多
か
っ
た
の
は
市
の
広
報
募

集
で
確
保
し
、
魅
力
あ
る
応
急
手

当
普
及
員
の
資
格
取
得
、
全
国
操

法
大
会
出
場
な
ど
の
自
分
た
ち
の

楽
し
い
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な

ど
様
々
で
し
た
。
私
は
茨
城
県
で

は
女
性
消
防
団
員
が
五
百
名
突
破

分
や
自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
沿
岸

部
に
居
住
す
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
今

は
な
く
て
も
将
来
大
規
模
災
害
に

遭
遇
し
て
も
一
人
ひ
と
り
が
必
要

な
初
動
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。
住
民
の
危
機
意
識

が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
施

設
設
備
が
生
か
さ
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
で
は
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
、
全
国
の
団
員
と
も
交
流

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
状
況
な
ど
意
見
交
換
を
通

じ
て
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
石
岡
市
消

防
団
に
活
用
で
き
る
よ
う
普
及
活

動
に
励
み
た
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
研
修
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
例
を
挙
げ
て
、
こ
れ
か
ら
は
消

防
団
員
確
保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活

躍
が
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
全

国
の
人
た
ち
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
研
修
は
赤
羽
消
防
団
　

小
澤
浩
子
副
団
長
の
講
義
で
、
自

分
の
思
い
を
チ
ャ
ン
ス
に
活
か

し
、
相
手
を
思
う
心
を
大
切
に
考

え
そ
し
て
行
動
、
一
人
の
消
防
団

員
と
し
て
地
域
に
認
め
て
も
ら
え

溢
れ
る
言
葉
の
強
さ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
何
の
た
め
に
入
団
し
た
の
か
、

地
域
の
人
た
ち
が
好
き
で
そ
の
人

達
の
た
め
に
頑
張
る
目
標
に
向
か

い
、
女
性
消
防
団
の
こ
れ
か
ら
の

飛
躍
と
日
々
の
活
動
の
力
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第

十
二
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特

別
研
修
が
、
次
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

○
男
性
消
防
団
員
の
部

　
平
成
二
十
五
年
二
月
五
日
〜

七
日
（
二
泊
三
日
）

　（
参
加
者
）

　
　
石
岡
市
消
防
団

　
　
　
団
員
　
中
村
　
信
之

　
　
　
団
員
　
細
谷
　
和
彦

　
　
　
団
員
　
小
松
﨑
　
睦
郎

○
女
性
消
防
団
員
の
部

　
平
成
二
十
五
年
二
月
十
三
日
〜

十
五
日
（
二
泊
三
日
）

　（
参
加
者
）

　
　
北
茨
城
市
消
防
団

　
　
　
部
長
　
江
森
　
美
千
代

　
今
回
の
研
修
に
本
県
か
ら
参
加

さ
れ
た
方
々
を
代
表
し
て
、
男
性

消
防
団
員
の
部
の
細
谷
和
彦
さ
ん

と
女
性
消
防
団
員
の
部
の
江
森
美

千
代
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
文
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

公益財団法人茨城県消防協会役員名簿
（任期：平成25年度～ 26年度）

顧問　大塚　　光　　　会長　葉梨　　衛　　　専務理事　遠藤　延男
平成25年５月13日（建制順）

支部名 副会長 理事数 　　　理　　事　　（所　属） 備　考 理事定数

県　　北 澤　畑　浩　行 5

澤　畑　浩　行（ひたちなか市）支部長10年理事

4
今　橋　松　男（日立市）
飛　田　和　義（北茨城市）
河　野　　　武（東海村）
小　盛　久　男（大子町）

県　　央 長　洲　良　男 4

長　洲　良　男（茨城町） 支部長

3青　木　英　明（水戸市）
深　谷　一　郎（笠間市）
米　川　不二夫（大洗町） 10年理事

鹿　　行 野　口　　　來 2 野　口　　　來（神栖市） 支部長 2山　田　　　治（鹿嶋市）

県南南部 平　川　和　文 7

平　川　和　文（河内町） 支部長10年理事

4

猪　瀬　　　彰（取手市）
齋　藤　芳　紀（守谷市）
黒　田　　　功（稲敷市） 10年理事
武　田　芳　雄（美浦村）
米　川　幸　雄（阿見町） 10年理事
飯　島　富　雄（利根町）

県南北部 藤　井　裕　一 2 藤　井　裕　一（かすみがうら市）支部長 2倉　持　政　博（つくば市）

県　　西 金久保　恒　夫 6

金久保　恒　夫（境町） 支部長

5

舘　野　祐二郎（結城市）
沼　尻　隆　志（常総市） 10年理事
相野谷　和　明（坂東市）
皆　川　光　吉（桜川市）　
松　本　明　夫（五霞町）

計 26 20

消防職員 鈴　木　重　之 4

鈴　木　重　之（水戸市）

4髙　木　信　一（石岡市）
福　地　壽　之（常陸太田市）
羽　成　祐　一（土浦市）

合　　計 30 24
消防団長歴10年以上の理事（再掲）６名 監事（団長２・消防長１）３名

澤畑　浩行（ひたちなか市） 米川　不二夫（大洗町） 岡山　勝彦（常陸大宮市）
沼尻　隆志（常総市） 米川　幸雄（阿見町） 長島　正文（小美玉市）
黒田　　功（稲敷市） 平川　和文（河内町） 根本　　榮（那珂市消防長）
注１　理事数は、平成18年度の総会で決定された消防団長から20名、消防長から4名とし、その他団長歴10年

以上の者を理事（10年理事）とした。
　　　なお、副会長は理事数の内数である。
注２　副会長・理事については、当協会の「役員等の選任に関する基準について」に基づき各支部及び消防

長会より推薦のあった者とした。
注３　監事は、各支部建制順に持ち回りとし、今期は県北支部、県央支部及び消防長会より推薦のあった者

とした。

平
成
二
十
五
年
度

第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

議
員
会
で
審
議
い
た

だ
く
議
案
が
同
じ
も

の
と
、
個
別
に
審
議

い
た
だ
く
も
の
と
が

あ
り
、
同
時
並
行
的

に
進
行
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
時
開
催
と
し
た
こ

と
を
説
明
し
た
後
、

会
議
定
足
数
の
確
認

挨拶する葉梨会長

日本消防協会主催・消防団幹部
候補中央特別研修に石岡市と
北茨城市の消防団員が参加

「
第
十
二
回
消
防
団
幹
部
候
補

中
央
特
別
研
修
」
に
参
加
し
て

石
岡
市
消
防
団
　
細
谷
　
和
彦

「
第
十
二
回
消
防
団
幹
部
候
補

中
央
特
別
研
修
」
に
参
加
し
て

北
茨
城
市
消
防
団
　
江
森
　
美
千
代

研修に参加した北茨城市消防団　
江森部長 研修に参加した石岡市消防団のみなさん

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

る
よ
う
な

活
動
、
行

動
の
大
切

さ
を
学
び

ま
し
た
。

全
国
す
べ

て
の
団
員

の
前
向
き

な
姿
と
や

る
気
満
ち



全国シェアNo.１の消防車メーカー
㈱モリタの各種消防自動車
常に最新技術を反映して様々な災害
現場で活躍する消防車を制作します。

その他の取扱品目

茨城県代理店

有限会社　鈴　機

小型動力消防ポンプ・消防用ホース
救助資機材・潜水機材・消防用被服
防災用品・消防用品・消防資機材

〒315-0014　石岡市国府5-2-25
TEL：0299-22-3010　FAX：0299-22-5846

パナソニック

茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

県立消防学校
初任科入校式

茨 城 消 防 昭和41年９月30日
第三種郵便物認可　 第631号 ⑵平成25年６月15日（２．３．６．８．10．12月15日発行）

編 

集 

後 

記

　
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
早
二
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
日
本
消
防
協
会
が

主
催
す
る
消
防
団
百
二
十
年
・
自

治
体
消
防
六
十
五
周
年
記
念
大
会

や
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
中
央
大
会
の
開
催
な
ど
例
年

以
上
の
各
種
事
業
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
消
防
職
・
団
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
私
と

も
何
か
と
お
忙
し
い
日
々
を
過
ご

さ
れ
て
い
る
と
は
存
じ
ま
す
が
、

積
極
的
に
事
業
へ
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
発
行
に
あ
た
り
、
消
防
団
幹
部

研
修
に
つ
い
て
、
ご
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
石
岡
市
消
防
団
　
細
谷

さ
ん
、
北
茨
城
市
消
防
団
　
江
森

さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
、「
茨

城
消
防
」
で
は
消
防
に
関
す
る
行

事
や
珍
事
な
ど
、
記
事
の
提
供
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　（
せ
）

　
平
成
二
十
五
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
に
総
務

省
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
春
の
叙
勲
が
十
二
名
、
第
二
十
回
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
が
十
五
名
、
藍
綬
褒
章
が
二
名
、
合
計
二
十
九
名
の
皆
様
が
受
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
勲
記
・
勲
章
は
、
五
月
八
日
（
水
）、
県
庁
に
お
い
て
橋
本
知
事
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
（
総
務
省
消
防
庁
）
の
伝
達
式
は
、春
の
叙
勲
が
五
月
十
日
（
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
五
月
十
四
日
（
日
比
谷

公
会
堂
）、
春
の
褒
章
が
五
月
十
六
日
（
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
）
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、
同
日
の
午
後
に
は
、
皇
居
拝
謁
（「
豊
明
殿
」）

も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
対
し
、
心
か

ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
以
下
、
順
不
同
に
て
受
章
者
の
略
歴
並
び
に
国
の
伝
達
式
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
（
　
）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

○
石い
し

内う
ち

　
光み

つ

秋あ
き

（
七
十
二
）

　
元
　
筑
西
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
五
十
三
年
七
月

　
筑
西
市
在
住

○
石い

し

崎ざ
き

　
貞さ

だ

夫お

（
七
十
）

　
元
　
城
里
町
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
五
十
年

　
城
里
町
在
住

○
石い

し

塚つ
か

　
德と

く

太た

郞ろ
う

（
八
十
一
）

　
元
　
三
和
町
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
古
河
市
在
住

○
木き

所ど
こ
ろ

　
大ひ

ろ
し

（
七
十
）

　
元
　
常
総
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
年
十
一
月

　
常
総
市
在
住

○
細ほ
そ

田だ

　
洋ひ

ろ
し

（
七
十
）

　
元
　
鹿
島
南
部
　
消
防
正
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
鹿
嶋
市
在
住

　
消
防
歴
　
三
十
四
年
五
月

　
常
陸
太
田
市
在
住

○
塚つ

か

越ご
し

　
武た

け

男お

（
八
十
四
）

　
元
　
下
館
市
消
防
団
　
分
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
四
年
五
月
半

　
筑
西
市
在
住

○
宮み

や

田た

　
一か

ず

日ひ

出で

（
六
十
五
）

　
元
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
消
防
団

　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
二
年

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
在
住

○
雨あ

ま

海が
い

　
勝か

つ

彦ひ
こ

（
六
十
五
）

　
元
　
ひ
た
ち
な
か
市
　
消
防
司

令
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
九
月

　
ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
石い

し

塚づ
か

　
榮さ

か
え

（
六
十
七
）

　
元
　
大
洗
町
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
六
月

　
大
洗
町
在
住

○
大お

お

内う
ち

　
憲の

り

明あ
き

（
六
十
六
）

　
元
　
水
戸
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
九
年
四
月

　
水
戸
市
在
住

○
小お

薗そ
の

　
文ふ

み

男お

（
六
十
六
）

　
元
　
日
立
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
九
年

　
日
立
市
在
住

○
粕か

す

田だ

　
良り

ょ
う

一い
ち

（
六
十
五
）

　
元
　
常
総
広
域
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
常
総
市
在
住

○
菊き

く

地ち

　
利と

し

浩ひ
ろ

（
六
十
五
）

　
元
　
取
手
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
龍
ケ
崎
市
在
住

○
久く

保ぼ

田た

　
忠た

だ

明あ
き

（
七
十
）

　
元
　
笠
間
広
域
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
三
十
六
年
六
月

　
笠
間
市
在
住

○
鴻こ

う
の
す巣

　
常つ

ね

次じ

（
六
十
五
）

　
元
　
稲
敷
広
域
　
消
防
監

○
伊い

勢せ

山や
ま

　
正た

だ
し

（
六
十
五
）

　
元
　
鹿
行
広
域
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年
三
月

　
行
方
市
在
住

○
片か

た

岡お
か

　
勝か

つ

男お

（
六
十
八
）

　
元
　
日
立
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
年

　
日
立
市
在
住

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
龍
ケ
崎
市
在
住

○
鈴す
ず

木き

　
稔み

の
る

（
六
十
六
）

　
元
　
高
萩
日
立
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
高
萩
市
在
住

○
塚つ

か

田だ

　
憲の

り

夫お

（
六
十
六
）

　
元
　
常
総
広
域
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
常
総
市
在
住

○
友と

も

野の

　
幸ゆ

き

夫お

（
六
十
五
）

　
元
　
稲
敷
広
域
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
龍
ケ
崎
市
在
住

○
古ふ

る

川か
わ

　
正し

ょ
う

一い
ち

（
六
十
五
）

　
元
　
ひ
た
ち
な
か
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
九
月

　
ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
吉よ

し

井い

　
勝か

つ

藏ぞ
う

（
六
十
五
）

　
元
　
笠
間
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
十
月

　
笠
間
市
在
住

春の叙勲伝達式（ニッショーホール）

春
の
叙
勲

第
二
十
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

○
倉く

ら

持も
ち

　
政ま

さ

博ひ
ろ

（
七
十
）

　
現
　
つ
く
ば
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
四
年
一
月

　
つ
く
ば
市
在
住 藍

綬
褒
章

○
舘た

て

野の

　
祐ゆ

う

二じ

郎ろ
う

（
七
十
一
）

　
現
　
結
城
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
五
十
一
年
十
一
月
半

　
結
城
市
在
住

○
安あ

ん

重じ
ゅ
う

　
和か

ず

夫お

（
八
十
三
）

　
元
　
大
野
村
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
二
年
一
月
半

　
鹿
嶋
市
在
住

○
岩い

わ

間ま

　
一か

つ

二じ

（
七
十
六
）

　
元
　
水
府
村
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
六
年
六
月
半

　
常
陸
太
田
市
在
住

○
小お

野の

瀬せ

　
勝か

つ

司じ

（
六
十
八
）

　
元
　
水
戸
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
三
年
四
月

　
水
戸
市
在
住

○
菅す

が

谷や

　
久ひ

さ

一か
ず

（
七
十
二
）

　
元
　
茨
城
町
消
防
団
　
分
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
九
年

　
茨
城
町
在
住

○
杉す

ぎ

山や
ま

　
克す

ぐ
る

（
七
十
）

　
元
　
常
陸
太
田
市
消
防
団
　
副

団
長 瑞

宝
単
光
章

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

左から　倉持団長、舘野団長ご夫妻

平
成
二
十
五
年

春
の
叙
勲
・
褒
章

危険業務従事者叙勲伝達式（日比谷公会堂）

　
今
年
度
の
消
防
職
員
初
任
教
育

は
昨
年
度
に
引
き
続
き
二
期
制
と

な
り
、
ま
ず
前
期
の
第
九
十
五
期

入
校
式
が
、
四
月
十
日
（
水
）
午

前
十
時
か
ら
県
立
消
防
学
校
に
お

い
て
、
県
内
二
十
五
消
防
本
部
か

ら
総
勢
百
十
八
名
の
学
生
を
迎
え

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
入
校
生
紹
介
、
学
生

宣
誓
に
続
き
、
式
辞
（
齋
藤
学
校

長
）、
知
事
告
辞
（
大
高
県
消
防

安
全
課
長
）、
続
い
て
県
消
防
協

会
長
の
来
賓
祝
辞
（
葉
梨
会
長
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
消
防
学
校
に
お
い
て
、

心
身
の
鍛
錬
と
消
防
職
員
と
し
て

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、

半
年
後
に
は
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
消
防
の
担
い
手
と
し
て
巣

立
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。 入校式に臨む初任科生


